
失態続く菅首相 

 

  写真は 12月 19日朝刊の針すなお「政治漫画」。毎日新聞 17日夕刊「特

集ワイド」は、菅政権発足 3カ月にあたり、思想家の内田樹さんが語る。

内田さんは「今、進んでいるのは日本社会全体の『株式会社化』なのです」と言う。つ

まるところ、菅首相が目指す社会のイメージとして最も近い組織が株式会社ということ

だ。ワンマン経営者が独裁的に判断し、トップダウンで末端まで指示が行き渡るように

するには、異議を唱える人が邪魔になる。従業員一人一人の意見の全てを吸い上げて経

営判断するわけではないのだから、と。 

 さらに「こうした株式会社化の必然の帰結」と指摘するのが、日本学術会議の任命拒

否問題である。日本社会改造の「仕上げ」として学者に手を付け、イエスマンでなけれ

ば公的な職に就けない、支援をもらえないと思わせるというのだ。 

 同紙 18日の表題社説は「当たり前の政治はどこへ」と菅首相を厳しく批判する。 

危機感も緊張感も乏しいのではないか。新型コロナウイルスの感染拡大が一向に収ま

らない中、菅義偉首相の失態が続いている。観光支援策の「Go To トラベル」を全国一

斉に一時停止する決断が遅きに失しただけではない。自民党の二階俊博幹事長やタレン

トら 8人程度の夜の会食に出席した点にも批判が集まっている。専門家による政府の分

科会は「5人以上の飲食で感染リスクが高まる」と注意を促してきた。しかも「勝負の

3週間」と呼びかけていた最中である。インターネット番組に出演した際、冗談口調で

「ガースーです」と愛称で自己紹介したのにも、あぜんとした人が多いだろう。若者の

視聴者が多い点を意識したのだろうが、今、若者も含め国民が求めているのは、リーダ

ーの心のこもった真摯な言葉だ。毎日新聞が実施した直近の世論調査では、菅内閣の支

持率は 40％に急落し、不支持率(49％)が初めて上回った。「Go To トラベル」を「中止

すべきだ」と答えた人は 67％に上った。「Go To」は菅首相が官房長官時代から自ら主

導してきた支援策だ。「ぶれない」姿勢をアピールしてきただけに、そのこだわりが決

断を遅らせた面は否めない。直前まで否定していた事業の一時停止に踏み切ったのは、

実際には支持率の急落にあわてたことが大きな要因だろう。 

こうした首相の焦りに加え、気になるのは、首相に進言する人が内閣や自民党にいな

いのではないかという点だ。夜の会食などは加藤勝信官房長官や秘書官が一言、自重を

求めれば済む話だったろう。その後の人事で不利益を被るのを恐れてものを言えず、首

相も耳を傾けないとすれば、今後の政策決定はますます不安になる。菅内閣が発足して

3カ月が過ぎた。首相は「国民から見て当たり前のことをする」と再三語ってきた。と

ころが国会の閉会中審査には出席していない。時間をかけて記者会見を開き、国民に丁

寧に説明する機会も極めて少ない。世論の動向がつかめず、緊張感が薄らいでいるのは、

そのためでもあろう。これでは「当たり前の政治」は遠のくばかりである。 

                             (2020年12月21日) 


